
　
去
る
６
月
13
日
（
木
）
と
ち
ぎ
健
康
の
森
大
会

議
室
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
市
町
老
連
会
長
・

事
務
担
当
者
研
修
会
が
34
名
の
参
加
を
得
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
全
老
連
の
重
点
的
な

取
り
組
み
で
も
あ
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
今
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
孤
独
・
孤

立
対
策
推
進
法
」
の
概
要
及
び
高
齢
者
の
孤
独
・

孤
立
を
防
ぐ
仲
間
づ
く
り
活
動
等
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
桶
田
正
信
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
栃
木
県
保
健
福
祉
課
地
域
福
祉
担
当
／
佐
藤

美
希
副
主
幹
か
ら
栃
木
県
に
お
け
る
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
や
ケ
ア
ラ
ー
支
援

事
業
等
に
つ
い
て
、
鹿
沼
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

／
寺
﨑
尚
美
副
会
長
か
ら
は
、
様
々
な
会
員
増
強

運
動
の
取
り
組
み
の
な
か
で
会
員
の
維
持
と
い
う

視
点
で
創
設
し
た
生
涯
会
員
制
度
な
ど
に
つ
い
て

報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
年
、
団
塊
の
世
代
の
す
べ
て
の
人
が
75
歳
を

迎
え
、
本
格
的
な
超
高
齢
社
会
が
到
来
し
、
こ
れ

ま
で
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
継
続
し
て
き
た
老

人
ク
ラ
ブ
に
は
、
高
齢
者
の
孤
立
・
孤
独
を
防
ぐ

た
め
、
健
康
づ
く
り
活
動
や
支
え
合
い
活
動
な
ど

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
仲
間
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
多
様
な
ク
ラ
ブ
活

動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い

に
支
え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

令和６年度
市町老連会長及び事務担当者研修会開催される



　

令
和
６
年
度
の
第
１
回
理
事
会
、
同
じ

く
定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
審
議
・
承
認
議
決
さ
れ
た
事
項
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
第
１
回
理
事
会

　

①
令
和
５
年
度
事
業
報
告

　

②
令
和
５
年
度
収
支
決
算
及
び
監
査
報
告

　

③�

補
欠
評
議
員
候
補
者
の
推
薦
及
び
補

欠
女
性
部
会
部
会
員
の
承
認

○
定
時
評
議
員
会

　

①
令
和
５
年
度
計
算
書
類
の
承
認

　

②
補
欠
評
議
員
、
補
欠
理
事
の
選
任

◆
所
属
す
る
市
町
老
連
の
役
員
変
更
に
伴

い
、
県
老
連
役
員
を
退
任
さ
れ
た
方
、
新

た
に
就
任
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
退
任

理

事
戸
叶
道
孝
（
足
利
市
）

〃

坂
本
一
郎
（
小
山
市
）

〃

柴
山
　

武
（
真
岡
市
）

〃

星　
　

ア
サ
イ
（
上
三
川
町
）

評
議
員
青
木
希
一
（
足
利
市
）

〃

福
地
富
雄
（
小
山
市
）

〃

廣
瀬
信
夫
（
真
岡
市
）

〃

福
田
　

敬
（
大
田
原
市
）

〃

日
渡
　

守
（
益
子
町
）

〃

上
野
　

勉
（
上
三
川
町
）

女
性
部
会
員

大
塚
美
津
子
（
鹿
沼
市
）

〃

福
田
シ
ン
（
小
山
市
）

〃

石
川
良
子
（
真
岡
市
）

〃

伊
藤
康
子
（
大
田
原
市
）

〃

磯
　

ミ
ヨ
（
那
須
烏
山
市
）

〃

高
久
サ
キ
子
（
那
須
町
）

○
新
任

理

事
佐
川
光
男
（
足
利
市
）

〃

福
地
富
雄
（
小
山
市
）

〃

一
木
弘
司
（
真
岡
市
）

〃

荒
川
榮
子
（
日
光
市
）

評
議
員
小
林
嗣
幸
（
足
利
市
）

〃

須
賀
敏
夫
（
小
山
市
）

〃

大
山
茂
樹
（
真
岡
市
）

〃

荒
井
誠
一
郎
（
大
田
原
市
）

〃

佐
藤
と
よ
子
（
下
野
市
）

〃

首
藤
眞
史
（
上
三
川
町
）

〃

山
口
克
己
（
益
子
町
）

女
性
部
会
員

小
磯
照
子
（
鹿
沼
市
）

〃

平
野
絹
代
（
小
山
市
）

〃

鈴
木
敦
子
（
真
岡
市
）

〃

菊
池
智
子
（
大
田
原
市
）

〃

小
倉
孝
子
（
那
須
烏
山
市
）

〃

佐
藤
久
子
（
那
須
町
）

◆
役
員
の
変
更
に
伴
い
、
新
た
に
次
の
方

が
県
老
連
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
副
会
長
】
一
木　

弘
司
（
真
岡
市
）

【
副
会
長
】
荒
川　

榮
子
（
日
光
市
）

令和
５年度

主
な
事
業
の
結
果

　

令
和
５
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
の

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
第
37
回
栃
木
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

９
月
６
日
（
水
）

　

宇
都
宮
市
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

　

参
加
者
：
約
２
６
０
名

１
表
彰
状
贈
呈

　

ア　

優
良
老
人
ク
ラ
ブ　

27
団
体

　

イ　

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者　

31
名

　

ウ　

県
老
連
活
動
賞　

14
団
体

　

エ　

加
入
促
進
運
動
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
　

・�

ク
ラ
ブ
数
又
は
会
員
数
増
加
老
連　

２
団
体

　
　

・�

10
名
以
上
又
は
20
％
以
上
増
加
ク
ラ

ブ　

20
団
体

   

オ　

�

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
優
良
老
人
ク
ラ

ブ　

10
団
体

２
全
老
連
活
動
賞　

４
団
体

◆
栃
木
県
老
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

10
月
11
日
（
水
）

　

栃
木
県
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

１
第
27
回
ペ
タ
ン
ク
大
会

　
　

出
場
チ
ー
ム　

24

２
第
27
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

出
場
チ
ー
ム　

26

３
第
37
回
輪
投
げ
大
会

　
　

出
場
チ
ー
ム　

56

（
計
１
０
６
チ
ー
ム
、
参
加
者
：
約
６
０
０
名
）

◆�

第
37
回
栃
木
県
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
作
品
展

　

８
月
８
日（
火
）～
８
月
10
日（
木
）

　

宇
都
宮
市
文
化
会
館　

展
示
室

　

出
展
総
数　

１
９
４
点

令
和
６
年
度
第
１
回
理
事
会
・

　
　
　
　
　
　

定
時
評
議
員
会
の
開
催

◆�

第
26
回
栃
木
県
老
人
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
活

動
発
表
大
会

　

�

８
月
８
日（
火
）

　

宇
都
宮
市
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

　

出
場
団
体　

18
団
体

◆�

県
老
連
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
３
日
間

　

受
講
者
：
10
市
町　

33
名

　
（
中
央
：
８
名
、県
南
：
10
名
、県
北
：
15
名
）

【
県
央
】

　
７
月
４
日（
火
）、５
日（
水
）、６
日（
木
）

　

と
ち
ぎ
健
康
の
森　

大
会
議
室

【
県
南
】

　
７
月
11
日（
火
）、12
日（
水
）、13
日（
木
）

　

と
ち
ぎ
西
部
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　

大
会
議
室

【
県
北
】

　
７
月
25
日（
火
）、26
日（
水
）、27
日（
木
）

　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
北
校

　

多
目
的
ホ
ー
ル

◆�

市
町
老
連
会
長
及
び
事
務
担
当
者
研
修
会

　

６
月
15
日
（
木
）

　

と
ち
ぎ
健
康
の
森　

大
会
議
室

•

会
長
、
担
当
者
等　

計
35
名

１�

講
演
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予
防
と
対

策
に
つ
い
て
」

　

栃
木
県
歯
科
衛
生
士
会�

長
谷　

規
子 

氏

◆� 

女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

９
月
20
日
（
水
）

　

と
ち
ぎ
健
康
の
森　

多
目
的
フ
ロ
ア
Ａ

•

女
性
リ
ー
ダ
ー　

計
31
名

１ 

内
容
「
シ
ー
ル
ち
ぎ
り
あ
～
と
」
の
製
作

㈱
さ
く
ら
ほ
り
き
り　

小
泉　

雅
大 

氏

◆�

単
位
ク
ラ
ブ
新
任
会
長
及
び
新
任
事
務
担

当
者
研
修
会

　

11
月
20
日
（
月
）

一木副会長荒川副会長



　

と
ち
ぎ
健
康
の
森　

講
堂

•
新
任
会
長
、
新
任
担
当
者
等　

計
47
名

１
講
話
「
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
視
点
に
つ
い

て
～
鶴
寿
会
で
の
取
り
組
み
か
ら
～
」

　

栃
木
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

桶
田　

正
信 

氏

２
活
動
事
例
発
表

（
１
）�

「
会
員
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
合
っ

た
活
動
に
つ
い
て
」

　
　
　

壬
生
町　

倖
せ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

鶴
賀　

威 
氏

（�

２
）�

「
自
治
会
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
連
携
に

つ
い
て
」

　
　
　

那
須
塩
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

小
泉　

信
三 

氏

◆�

市
町
老
連
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

２
月
５
日
（
月
）

　

と
ち
ぎ
健
康
の
森　

講
堂

•

会
長
、
担
当
者
等　

計
１
５
０
名

１�

講
演
「
難
聴
を
放
っ
て
お
く
と
認
知
症
に

な
り
や
す
い
？
～
適
切
な
補
聴
器
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
予
防
を
！
」

　

済
生
会
宇
都
宮
病
院　

耳
鼻
咽
喉
科

　
　

主
任
診
療
科
長
・
聴
覚
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
田 

清
一 

氏

◆�

機
関
紙
の
発
行

　

�

年
４
回
（
４
・
７
・
10
・
１
月
）

　

栃
木
県
老
連
だ
よ
り

　
　

第
１
６
８
号
～
第
１
７
１
号

　

発
行
部
数
／
５
３
０
０
部

◆
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

〇
広
報
部
会

　

７
月
10
日
（
月
）

〇
第
３
回
正
副
会
長
会
議

　

７
月
19
日
（
水
）

　

最
優
秀
賞

　
　

フ
ィ
オ
ー
レ
和
会
（
さ
く
ら
市
）

　

優
秀
賞

　
　

柳
寿
会
（
栃
木
市
）

　
　

駒
場
宿
下
長
生
会
（
栃
木
市
）

　
　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
末
広
会
（
矢
板
市
）

　

佳　

作

　
　

６
団
体

◆
「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
実
施

　

６
月
15
日
（
木
）

　

参
加
数
：
７
４
７
ク
ラ
ブ　

１
０
２
１
２
名

　

９
月
20
日
（
水
）

　

参
加
数
：
７
４
９
ク
ラ
ブ　

１
０
０
３
８
名

◆�

市
町
老
連
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
支

援
　

�
宇
都
宮
市
、
足
利
市
、
栃
木
市
、
鹿
沼

市
、
小
山
市
、
大
田
原
市
、
矢
板
市
、
市

貝
町
、
壬
生
町
、
高
根
沢
町

　

10
市
町
老
連
／
８
７
０
名
参
加

◆�

市
町
老
連
「
多
世
代
ふ
れ
あ
い
交
流
推

進
」
支
援

　

�

足
利
市
、
鹿
沼
市
、
小
山
市
、
大
田
原

市
、
矢
板
市
、
さ
く
ら
市
、
壬
生
町

　

７
市
町
老
連
／
８
１
８
名
参
加

◆�

市
町
老
連
「
友
愛
訪
問
活
動
」
支
援

　

�

足
利
市
、
鹿
沼
市
、
小
山
市
、
大
田
原

市
、
矢
板
市
、
上
三
川
町
、
高
根
沢
町

　

７
市
町
老
連
／
３
５
９
名
参
加

◆�

全
老
連
・
関
ブ
ロ
老
連
研
修
会
等
へ
の
参
加

①�

第
52
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

11
月
８
日
（
水
）
〜
９
日
（
木
）

　

あ
き
た
芸
術
劇
場

　

ミ
ル
ハ
ス
大
ホ
ー
ル　

７
名

〔
全
老
連
会
長
表
彰
〕

•

育
成
功
労
者

　
　

野
木　

勝
（
那
須
烏
山
市
）

　
　

中
田
亞
雄
（
栃
木
市
）

•

優
良
ク
ラ
ブ

　
　

田
所
老
人
ク
ラ
ブ
（
塩
谷
町
）

•

優
良
市
町
老
連

　
　

鹿
沼
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

②
都
道
府
県
老
連
活
動
推
進
員
等
職
員
セ
ミ
ナ
ー

　

８
月
25
日
（
金
）

　

全
社
協
会
議
室　

１
名

③
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

12
月
４
日
（
月
）
〜
５
日
（
火
）

　

全
社
協
「
灘
尾
ホ
ー
ル
」　

２
名

④
関
ブ
ロ
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

６
月
20
日
（
火
）
～
６
月
21
日
（
水
）

　

新
潟
県
新
潟
市　

６
名

◆�

高
齢
者
の
交
通
安
全
運
動
の
推
進

１�

県
警
発
行
の
「
高
齢
者
交
通
安
全
白
書
」

等
を
各
市
町
老
連
あ
て
情
報
提
供
し
、
交

通
安
全
意
識
の
啓
発
を
図
っ
た
。

２�

交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
に
参
加
す
る

と
と
も
に
、
会
員
に
周
知
し
た
。

◆�

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
組

１
地
域
安
全
見
守
り
活
動

２
交
通
安
全
の
啓
発
活
動

３
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
各
種
啓
発
活
動

令和５年度　収支計算書（正味財産）
科　　目 予算額 決算額 増　減

1 経 常 収 益
基 本 財 産 運 用 益 1,000 85 915
受 取 分 担 金 5,635,000 5,636,890 △ 1,890
受 取 補 助 金 9,187,000 9,187,000 0
受 取 委 託 金 19,047,000 19,047,000 0
受 取 配 分 金 600,000 600,000 0
受 取 負 担 金 1,000 0 1,000
受取会員章拠出金 50,000 25,000 25,000
事 業 収 益 2,073,000 1,653,118 419,882
受 取 寄 付 金 1,000 0 1,000
雑 収 益 1,000 48 952
経 常 収 益 計 36,596,000 36,149,141 446,859

2 経 常 費 用
事 業 費 33,130,000 32,379,992 750,008
管 理 費 4,831,000 4,559,248 271,752
経 常 費 用 計 37,961,000 36,939,240 1,021,760

当 期 経 常 増 減 額 △ 1,365,000 △ 790,099 △ 574,901
当期一般正味財産増減額 △ 1,365,000 △ 790,099 △ 574,901
一般正味財産期首残高 12,337,000 12,336,741 259
一般正味財産期末残高 10,972,000 11,546,642 △ 574,642

（単位：円）



　
き
っ
か
け
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
「
貯
金
は
使
う
と
な
く

な
り
ま
す
が
、
筋
肉
は
使
わ
な
い
と

貯
ま
り
ま
せ
ん
。
無
理
な
く
身
体
を

動
か
し
て
筋
力
が
貯
め
ら
れ
る
貯
筋

ア
ッ
プ
体
操
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。」
と
の
提
言
で
し
た
。

　
貯
筋
ア
ッ
プ
体
操
は
、
高
齢
者
の

方
で
も
無
理
な
く
体
操
が
で
き
る
よ

う
考
案
さ
れ
た
日
光
市
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
体
操
で
す
。
平
成
29
年
９
月
に
貯

筋
ア
ッ
プ
体
操
を
計
画
し
ま
し
た
。

チ
ラ
シ
を
作
製
し
ク
ラ
ブ
会
員
へ
回

覧
し
た
と
こ
ろ
21
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。実
施
場
所
は
公
民
館
で
、

毎
週
水
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
貯
筋
ア
ッ
プ
体
操
同
好
会

を
つ
く
り
、
世
話
役
の
役
員
を
選
任

し
必
要
な
備
品
は
自
治
会
に
準
備
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
で
７
年

目
に
な
り
、
そ
の
間
、
理
学
療
法
士

か
ら
、
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
い
か
に
重
要
か
を
学
び
ま
し

た
。

　
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
毎
回
楽

し
く
熱
心
に
体
操
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
経
過
観
察
と
し
て
体
力
測
定

を
２
回
行
っ
た
と
こ
ろ
１
回
目
よ
り

２
回
目
の
測
定
結
果
が
全
員
向
上
し

た
こ
と
で
、
参
加
者
も
自
信
に
つ
な

が
っ
た
よ
う
で
す
。
今
後
も
体
操
を

通
し
て
会
員
の
健
康
維
持
や
「
仲
間

づ
く
り
」
の
輪
を
広
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
矢
板
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

事
業
の
一
つ
に
「
文
化
財
め
ぐ
り
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
矢
板
市

内
の
史
跡
や
文
化
財
を
探
求
し
、
郷

土
に
お
け
る
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
て

お
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
中
に
は
、

実
施
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、
令

和
４
年
度
に
は
栃
木
県
内
に
目
を
向

け
、
足
利
市
の
名
草
巨
石
群
を
訪
問

し
、
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
足

尾
銅
山
閉
山
50
年
の
節
目
の
年
に
あ

た
り
、
明
治
時
代
に
お
け
る
殖
産
興

業
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
足
尾
銅
山
の

栄
枯
盛
衰
を
学
ぶ
た
め
日
光
市
足
尾

を
巡
り
ま
し
た
。

　
銅
山
の
歴
史
を
足
尾
銅
山
観
光
で

学
び
、
足
尾
の
緑
を
取
り
戻
す
事
業

体
験
と
し
て
、
広
葉
樹
の
植
樹
を
実

施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
小
雨
混
じ

り
で
時
折
強
く
雨
が
降
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
現
地
、
足
尾
に
到
着
す
る

と
、
雨
は
上
が
り
、
植
樹
に
相
応
し

い
天
候
で
し
た
。
植
樹
事
業
の
歴
史

や
今
後
の
展
望
を
係
の
方
か
ら
説

明
を
受
け
、
植
樹
を
し
た
ミ
ズ
ナ
ラ

が
保
水
力
を
持
つ
緑
の
ダ
ム
と
な
る

未
来
を
創
造
し
、
後
世
へ
繋
が
る
活

動
を
実
施
し
て
い
る
と
体
感
し
ま
し

た
。

　
こ
の
活
動
の
趣
旨
で
あ
る
「
文
化

財
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
共
に

次
世
代
へ
文
化
を
継
承
し
て
い
く
こ

と
を
通
し
、
会
員
と
し
て
の
資
質
向

上
を
目
的
に
実
施
す
る
」を
踏
ま
え
、

今
後
も
適
地
を
選
定
し
、
新
し
い
発

見
を
し
て
い
き
ま
す
。

日
光
貯
筋
ア
ッ
プ
体
操
で
元
気
ア
ッ
プ

「
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
る
」

日
光
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

稲
荷
町
２
丁
目
い
き
い
き
ク
ラ
ブ　
　
　
　

　
会
長　

川　
井　
龍　
彦

矢
板
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　
　
　

　
会
長　

三　
好　
良　
重



　

こ
の
度
の
令
和
6
年
能
登
半
島

地
震
に
お
い
て
、
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

令
和
６
年
元
日
、
栃
木
県
那
須

町
で
も
地
震
速
報
と
と
も
に
大
き

な
揺
れ
を
感
じ
ま
し
た
。
幸
い
に

も
被
害
は
な
く
安
心
し
た
の
も
束

の
間
、
テ
レ
ビ
で
流
れ
る
現
地
の

映
像
に
言
葉
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
に
よ
り
、
元
日
と
い
う
節
目
の

日
に
こ
の
よ
う
な
悲
痛
な
災
害
が

発
生
し
、
大
き
く
動
揺
し
た
こ
と

を
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
10
年
に
連
日
の
大
雨

に
よ
る
那
須
水
害
を
経
験
し
ま
し

た
が
、
被
害
は
予
想
を
は
る
か
に

上
回
り
、
数
日
で
見
慣
れ
た
町
が

一
変
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
も

し
も
の
時
を
想
定
し
、
ま
ず
は
自

分
の
身
を
守
る
こ
と
、
備
え
る
こ

と
の
大
切
さ
を
身
を
も
っ
て
体
感

し
ま
し
た
。
私
と
同
様
、
本
会
員

も
大
半
が
那
須
水
害
を
経
験
し
て

お
り
、
実
際
に
家
屋
や
畑
、
家
畜

等
に
被
害
を
受
け
た
者
が
多
く
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
全
国
各
地
か

ら
た
く
さ
ん
の
支
援
を
受
け
、
生

活
を
立
て
直
し
、
今
も
那
須
町
に

住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
あ
の
時
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
次
は
私
た
ち
が
支
援
を

す
る
立
場
に
な
ろ
う
！
そ
の
思
い

で
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
時
に
、
義
援

金
募
金
箱
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
金
額
は
決
し
て
大
き
な

額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
で

も
復
興
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
の
一
日
も
早

い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
が
ん
ば
ろ
う
！
能
登
半

島
！

　
上
三
川
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
、
上
三
川
・
本
郷
・
明
治
の
３
地

区
に
29
ク
ラ
ブ
（
１
４
８
２
名
）
で

構
成
さ
れ
、
①
楽
し
い
（
魅
力
）
②

こ
と
体
験
（
イ
ベ
ン
ト
）
③
健
康
維

持・向
上（
健
康
寿
命
向
上
）④
自
助・

支
え
合
い
（
生
き
が
い
）
を
目
標
に

活
動
し
、
令
和
５
年
度
は
ほ
ぼ
コ
ロ

ナ
前
の
活
動
水
準
に
も
ど
っ
た
。

　

主
な
活
動
は
、
こ
と
体
験
ス
ポ
ー

ツ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
、輪
投
げ
、

ペ
タ
ン
ク
の
大
会
を
開
催
。

　
町
と
共
催
で
高
齢
者
・
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
と
「
ふ
れ
あ

い
健
康
福
祉
祭
り
」
で
輪
投
げ
を
通

し
て
子
供
た
ち
や
現
役
世
代
と
触
れ

合
い
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
の
理
解
を

深
め
る
取
組（
昨
年
は
パ
ネ
ル
展
示
）。

　

ま
た
、
研
修
旅
行
は
「
東
海
村

の
原
子
力
発
電
所
見
学
」
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
、
地
震
対
策
（
津
波
）
等

の
知
見
を
広
げ
る
と
同
時
に
会
員
の

親
睦
を
図
っ
た
。「
社
会
奉
仕
の
日
」

に
合
わ
せ
た
地
域
の
清
掃
奉
仕
。
そ

し
て
、「
寝
た
き
り
・
一
人
暮
ら
し
・

施
設
入
所
者
」
に
対
す
る
友
愛
訪
問

の
実
施
。

　
今
年
は
、
新
た
に
歌
声
広
場
の
開

催
を
企
画
中
。

上
三
川
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
現
況

が
ん
ば
ろ
う
！
能
登
半
島

上
三
川
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　
　
　

　
会
長　

首　
藤　
眞　
史

那
須
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　
　
　

　
会
長　

海　
藤　
邦　
雄



　

去
る
６
月
27
日
（
木
）
～
28
日
（
金
）
山
梨
県
山

梨
市
に
お
い
て
、令
和
６
年
度
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ

ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
、
16
都
県
・
指

定
都
市
等
か
ら
２
６
２
名
の
参
加
を
得
て
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
一
日
目
は
、
村
上
光
夫
関
ブ
ロ
連
絡
協

議
会
会
長
及
び
田
中
勇
山
梨
県
老
連
会
長
の
挨
拶
に

続
き
、
松
島
紀
由
全
老
連
常
務
理
事
か
ら
、「
老
人
ク

ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
、
昨
年
度
実
施
し
た

老
人
ク
ラ
ブ
実
地
調
査
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
独
立
行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館
理
事

長
の
萩
原
な
つ
子
氏
を
講
師
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

迎
え
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
～
キ
ー
ワ
ー
ド
は
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
で
は
、

　

⃝
高
齢
者
に
は
、「
居
場
所
」
と
「
出
番
」
が
必
要

　

⃝�

人
と
人
と
の
緩
や
か
な
つ
な
が
り
、「
ノ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
（
結
び
目
を
作
る
）」
の
視
点
が
重

要　

等

　

ま
た
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
に
向
け
た
健
康
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

各
県
老
連
か
ら
、

　

⃝�

「
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
」
や
「
モ
ル
ッ
ク
」
を
導
入

し
て
い
る

　

⃝�

女
性
会
員
の
積
極
的
な
活
動
が
連
合
会
を
牽
引

し
て
い
る

　

⃝�

施
設
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
ポ
イ

ン
ト
制
度
に
よ
り
活
動
が
充
実
し
た

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
表
彰
式
で
は
、
本
県
に
お
い
て
桶
田
正

信
県
老
連
会
長
の
ほ
か
５
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
、
日

光
市
老
連
の
太
田
啓
三
会
長
が
表
彰
者
全
員
を
代
表

し
て
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
柏
木
克
之
山
梨
県
富
士
吉
田
市
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
講
演
に
続
き
、武
田
節
や
じ
ょ

い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
の
披
露
が
あ
り
、会
場
に
い
た
方
々

も
ス
テ
ー
ジ
上
で
共
演
す
る
な
ど
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
次
期
開
催
地
の
唐
澤
光
章
長
野
県
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
研

修
会
は
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

左
か
ら
、

　

須　

賀　

敏　

夫 

氏
（
小
山
市
）

★
桒　

﨑　

裕　

二 

氏
（
那
須
烏
山
市
）

★
太　

田　

啓　

三 

氏
（
日
光
市
）

★
桶　

田　

正　

信 

県
老
連
会
長
（
宇
都
宮
市
）

　

佐　

藤　

善　

行 

氏
（
下
野
市
）

★
川　

渕　

幸　

男 

氏
（
さ
く
ら
市
）　
★
＝
受
賞
者

令
和
６
年
度　
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会　
報
告

　

桶　

田　

正　

信
（
宇
都
宮
市
）

　

武　

藤　

義　

夫
（
鹿
沼
市
）

　

太　

田　

啓　

三
（
日
光
市
）

　

柴　

山　
　
　

武 （
真
岡
市
）

　

川　

渕　

幸　

男
（
さ
く
ら
市
）

　

桒　

﨑　

裕　

二
（
那
須
烏
山
市
）

おめでとうございます！

　【
代
表
受
領
者
　
太
田
啓
三
氏
の
コ
メ
ン
ト
】

　

こ
の
度
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
表
彰

状
を
授
与
い
た
だ
き
誠
に
光
栄
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
て
、
ク
ラ

ブ
が
元
気
に
な
る
様
々
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

《
令
和
６
年
度 
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
会
長
表
彰
受
賞
者
》（
敬
称
略
）



　

６
月
13
日（
木
）と
ち
ぎ
健
康
の
森
多
目
的

フ
ロ
ア
Ａ
に
お
い
て
、
35
名
の
会
員
・
市
町

老
連
事
務
局
の
参
加
を
得
て
、
令
和
６
年
度

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
新
任
会
長
及
び
新
任
事
務

担
当
者
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

研
修
会
は
、
ク
ラ
ブ
運
営
の
活
性
化
及
び
充

実
強
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
ク
ラ
ブ
退
会
後
も
仲
間
と

つ
な
が
り
続
け
る
こ
と
や
、
地
域
住
民
へ
の

ア
ピ
ー
ル
で
会
員
増
に
つ
な
が
っ
た
活
動
事

例
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
初
、

事
例
発
表
を
お
願
い
し
て
い
た
宇
都
宮
市
老

連
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
が
急
逝
さ
れ
た

た
め
、
事
務
局
か
ら
活
動
事
例
の
報
告
を
い

た
し
ま
し
た
。

◆�

活
動
事
例
①
「
仲
間
と
つ
な
が
り
続
け

る
た
め
に
～
生
涯
会
員
制
度
～
」

　
　
鹿
沼
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
副
会
長
　
寺
﨑
　
尚
美 

氏

　

老
人
ク
ラ
ブ

の
基
本
姿
勢
と

取
り
組
み
に
つ

い
て
、
10
％
会

員
増
強
運
動
を

自
治
会
連
合

会
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
家
庭
菜
園
に
見
立
て
、
①
耕

す
…
市
全
域
に
働
き
か
け
、
②
肥
料
を
施
す

…
老
人
ク
ラ
ブ
の
垣
根
を
取
り
払
う
、
③
整

地
す
る
…
「
広
報
か
ぬ
ま
」
や
「
コ
ミ
セ
ン

便
り
」
を
通
じ
て
周
知
、
④
種
を
蒔
く
…
加

入
の
働
き
か
け
等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
令
和

３
年
度
に
初
め
て
の
女
性
会
長
が
誕
生
し
、

市
全
体
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
り
、
令
和
６

年
度
に
は
、
現
在
の
市
老
連
の
武
藤
会
長
の

も
と
、
『
老
人
よ
〝
大
志
〟
を
抱
け
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
鹿
沼
か
ら
全
国
に
発
信
し
よ
う

と
活
動
を
始
め
た
。

◆�

活
動
事
例
②
「
あ
の
手
、
こ
の
手
で
会

員
増
強
！
」

　
　
小
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
美
し
が
丘
友
の
会
　

会
長
　
関
口
　
義
雄 

氏

　

平
成
20
年

９
月
に
結
成
し

た
ク
ラ
ブ
は
、

令
和
４
年
か
ら

増
加
し
、
現
在

42
名
で
活
動
し

て
い
る
。
増
加

の
要
因
は
、
口
コ
ミ
、
お
試
し
参
加
、
募
集

チ
ラ
シ
の
回
覧
の
ほ
か
、
自
治
会
の
公
民
館

に
Ｗ
ｉ
｜
Ｆ
ｉ
を
導
入
し
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
テ
レ
ビ
が
観
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

や
、
「
お
楽
し
み
会
（
会
員
が
集
ま
る
日
）
」

を
実
施
し
、
参
加
で
き
る
と
き
に
参
加
す

る
自
由
参
加
に
し
、
５
部
構
成
で
、
健
康
体

操
、
健
康
講
座
、
ド
ラ
マ
鑑
賞
、
輪
投
げ
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
み
ん
な
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
治
会
で
は
、
高
齢
化
な
ど
で
自

治
会
を
退
会
す
る
世
帯
が
増
え
、
自
治
会
を

退
会
す
る
と
、
同
時
に
老
人
ク
ラ
ブ
も
退
会

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
は

自
治
会
か
ら
補
助
金
を
受
け
て
い
る
の
で
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
自
治
会
会
員
で
あ
る

こ
と
が
条
件
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
治
会
の

一
部
の
業
務
を
免
除
す
る
「
特
別
会
員
」
制

度
を
つ
く
り
、
自
治
会
費
は
、
一
般
会
員
よ

り
高
く
な
っ
た
が
、
特
別
会
員
と
し
て
老
人

ク
ラ
ブ
に
戻
っ
て
く
る
方
が
多
く
な
り
、
会

員
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。

　

最
後
に
、
美
し
が
丘
友
の
会
で
は
、
「
明

る
く
仲
良
く
元
気
よ
く
‼
」
「
健
康
寿
命
：

目
標
１
０
０
歳
で
す
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動

し
て
い
る
。

◆�

活
動
事
例
③
「
部
会
の
充
実
で
ク
ラ
ブ

が
元
気
！
」

　
　
宇
都
宮
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
東
町
れ
い
わ
乃
会

　

事
前
に
い
た
だ
い
て
い
た
、
レ
ジ
ュ
メ
と
令

和
５
年
度
全
老
連
活
動
賞
を
受
賞
さ
れ
た
内

容
に
よ
り
、
事
務
局
か
ら
報
告
し
ま
し
た
。

　

文
化
部
会
、
仲

間
作
り
部
会
、
奉

仕
部
会
を
設
置

し
、
ク
ラ
ブ
会
員

だ
け
で
な
く
、
近

隣
住
民
の
参
加
を

受
け
入
れ
た
と
こ

ろ
、
50
歳
代
の
若

手
新
規
会
員
の
入

会
が
あ
り
、
雰
囲

気
が
明
る
く
な

り
、
ク
ラ
ブ
が
活

性
化
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
　
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
新
任
会
長
及
び
新
任
事
務
担
当
者
研
修
会
開
催
さ
れ
る



　
会
長
な
ど
役
員
の
な
り
手
不
足
は
、
ク
ラ
ブ
が
解
散
・

休
会
す
る
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

60
代
の
若
手
会
長
に
交
替
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
若
手

会
員
の
加
入
促
進
及
び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
等
、
元

気
に
活
動
し
て
い
る
「
フ
ィ
オ
ー
レ
和な
ご
み
会
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

〔
出
席
者
〕
川
渕
幸
男
顧
問
（
前
会
長
）

　
　
　
　
　
石
部
芳
浩
会
長

　
　
　
　
　
樋
口
靜
子
女
性
部
長

「
フ
ィ
オ
ー
レ
和
会
」
設
立
ま
で
の
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

■ 

川
渕
顧
問

　

私
が
越
し
て
き
た
当
時
、

ク
ラ
ブ
は
な
か
っ
た
た
め
、

自
治
会
の
役
員
会
で
ク
ラ
ブ

の
設
置
を
提
案
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
副
区
長
（
初
代
会

長
）
が
中
心
と
な
り
、平
成
14
年
10
月
１
日
「
フ
ィ
オ
ー

レ
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
名
称
を
変
更
し

『
フ
ィ
オ
ー
レ
和
会
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
オ
ー
レ

は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
「
花
」
と
い
う
意
味
で
す
。
現
在
、

会
員
数
は
32
人
で
す
。

フ
ィ
オ
ー
レ
和
会
で
力
を
入
れ
て
い
る
活
動
は
ど
ん

な
活
動
で
す
か
。

■ 

石
部
会
長

　

活
動
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
の
は
、〝
住
民
主
体
に

よ
る
訪
問
型
支
援
サ
ー
ビ
ス

（
生
活
支
援
活
動
）〟
で
す
。

会
員
同
士
で
支
え
合
う
活
動

で
、
掃
除
や
外
出
付
き
添
い
、
見
守
り
等
を
行
う
活
動

で
す
。
川
渕
顧
問
と
樋
口
部
長
が
中
心
と
な
り
、
３
年

前
に
取
り
組
み
を
は
じ
め
ま
し
た
。
現
在
の
年
間
延
べ

利
用
人
数
は
、
約
３
５
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

樋
口
部
長

　
私
も
庭
木
の
手
入
れ
や
電

球
の
交
換
等
で
利
用
し
ま
し

た
。
気
楽
に
頼
め
る
し
、
年

会
費
を
負
担
す
れ
ば
、
無
料

で
利
用
で
き
る
の
で
、
す
ご

く
よ
い
制
度
で
す
が
、
活
動
を
続
け
る
た
め
に
は
そ
れ

を
支
え
る
若
い
力
が
必
要
で
す
。

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
地
域
は
い
か
が

で
す
か
。

■ 

石
部
会
長

　

高
齢
化
率
は
高
く
、
45
％
程
度
で
す
。
さ
く
ら
市
全

体
で
は
27
％
程
度
で
す
。
一
方
で
若
い
世
帯
の
転
入
と

と
も
に
、子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
小
学
生
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
利
用
児
童
も
約
40
人
と
市
で
最
も
多
い
地
区

と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
増
え
る
と
、
ク
ラ
ブ
も
元
気
に
な
り
ま
す

ね
。

■ 

石
部
会
長

　

私
が
自
治
会
長
の
と
き
に
は
、
虫
取
り
や
自
然
観
察

会
や
落
ち
葉
さ
ら
い
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
フ
ィ
オ
ー
レ

和
会
の
方
々
を
呼
ん
で
一
緒
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
今

は
フ
ィ
オ
ー
レ
の
会
員
と
し
て
、
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体

操
を
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
、
楽
し
く
や
っ
て

い
ま
す
。
今
度
は
〝
そ
う
め
ん
流
し
〟
を
や
り
た
い
と

の
声
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

石
部
さ
ん
が
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
会
長
を
引
き
受
け

た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

■ 

石
部
会
長

　
最
初
は
、自
治
会
の
役
員
の
な
り
手
が
な
い
の
で
や
っ

て
く
れ
と
言
わ
れ
た
の
で
、
役
員
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

役
員
会
で
は
若
い
の
だ
か
ら
会
長
を
や
っ
て
く
れ
と
言

わ
れ
、
自
治
会
長
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
一
番
若
く
て
、



インタビューの様子

時
間
が
あ
っ
た
の
が
私
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
、
間
も
な
く
川
渕
顧
問
（
前
会
長
）
が
生
活

支
援
活
動
の
チ
ラ
シ
を
回
覧
し
て
く
れ
と
持
っ
て
き
た

の
で
、
読
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
、
会
員
同
士
で
支
え
合
う
と
い

う
活
動
が
、
と
て
も
よ
い
活
動
だ
と
思
っ
た
の
で
、
そ

の
場
で
入
会
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
長
に
な
る
こ
と

に
も
ま
っ
た
く
抵
抗
は
な
か
っ
た
で
す
。

川
渕
さ
ん
は
当
時
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
た
の
で
す

か
。

■ 

川
渕
顧
問

　

生
活
支
援
活
動
の
回
覧
を
作
っ
て
石
部
さ
ん
に
渡
し

た
ら
、
そ
の
趣
旨
を
理
解
し
て
く
れ
て
、
そ
の
場
で
入

会
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
石
部
さ
ん
が
楽
し
く
活
動

し
て
い
る
姿
を
見
て
、
他
の
自
治
会
役
員
（
60
代
）
も

夫
婦
で
入
会
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
は
石
部
さ
ん
と
そ

の
自
治
会
役
員
の
方
を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
活
発

に
な
り
、
大
会
で
も
好
成
績
を
収
め
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

石
部
会
長
に
な
っ
て
変
化
し
た
こ
と
や
、
期
待
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

■ 

樋
口
部
長

　

石
部
さ
ん
と
、
自
治
会
の
体
育
部
長
な
ど
、
60
代
の

会
員
４
人
が
入
会
し
た
こ
と
で
、
会
員
の
み
な
さ
ん
が

元
気
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
生
活
支
援
活
動
の
こ
と

を
考
え
る
と
、
移
動
支
援
の
車
の
運
転
な
ど
、
も
っ
と

多
く
の
若
い
人
に
入
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
事
業
の
継
続

が
難
し
い
と
感
じ
ま
す
。

■ 

川
渕
顧
問

　
サ
ロ
ン
、
生
活
支
援
は
会
員
の
絆
を
強
く
す
る
の
で
、

や
は
り
、
そ
う
い
っ
た
活
動
を
継
続
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
今
は
石
部
会
長
が
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
て

い
る
の
で
、
ま
す
ま
す
充
実
す
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま

す
。石

部
さ
ん
自
身
は
ど
う
で
す
か
。

■ 

石
部
会
長

　

自
治
会
長
の
と
き
に
、
川
渕
顧
問
か
ら
「
生
活
支
援

活
動
を
自
治
会
全
体
に
広
げ
ろ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

今
は
、
こ
の
活
動
を
ど
う
充
実
さ
せ
、
広
げ
て
い
く
か

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
活
動
内
容
や
広
報
紙
で
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
が
、
若
手
が
な
か
な
か
増
え
な
い
の
が

悩
み
で
す
。

今
後
の
抱
負
、
他
の
ク
ラ
ブ
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

が
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

石
部
会
長

　

役
に
立
て
る
な
ら
私
を
使
っ
て
く
れ
と
い
う
気
持
ち

で
し
た
。
役
員
で
も
楽
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■ 

川
渕
顧
問

　

高
齢
化
が
進
み
、
助
け
合
い
、
見
守
り
を
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
病
気
に
な
っ
て
も
、
見
守
り
と
い

う
視
点
で
、
会
員
を
継
続
し
て
い
る
仲
間
も
い
ま
す
。

仲
間
と
つ
な
が
り
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■ 

樋
口
部
長

　

コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
、
み
ん
な
で
集
い
、
楽
し
く
、

お
い
し
い

4

4

4

4

活
動
が
で
き
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

❖
取
材
を
振
り
返
っ
て

　

川
渕
前
会
長
か
ら
石
部
会
長
へ
と
円
滑
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
で
き
た
の
は
、
活
動
を
通
じ
た
地
域
に
対
す

る
共
通
の
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
じ
ま
す
。
今

後
も
さ
ら
に
若
手
会
員
を
増
や
し
、
地
域
の
「
絆
」

を
深
め
、
フ
ィ
オ
ー
レ
の
語
源
の
よ
う
に
、
大
き
な

「
花
」
が
咲
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

〔
聞
き
手
〕
薄
井









今後のシニアセミナー開催予定一覧

日　時 場　所 テ　ー　マ　

７月２５日 (木 ) とちぎ健康の森
1階　大会議室 “現役引退後の働き方 ”を理解しよう

９月２７日 (金 ) とちぎ福祉プラザ
2階　第 1研修室 ボランティア活動のススメ

１０月２４日 (木 ) とちぎ福祉プラザ
2階　第 2研修室 暮らしの中のコミュニケーション

１１月２７日 (水 ) とちぎ福祉プラザ
2階　第 1研修室 “口腔ケア ”で元気なシニアライフを送ろう








